
[町の動き(12月18事在fl
世帯数……..8，345(+ 9) 
人口……22，948( + 26) 

男……10，942 ( + 3) 
女……12，006( + 23) 



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
巴
は
、
輝
か
し
い
こ

一
世
紀
を
清
々
し
く
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
新
世
紀
、
ガ
始
ま
る
大
き

な
節
目
の
年
巴
あ
芝
リ
、
何
か
厳
か

で
歴
史
的
な
意
義
深
い
年
の
よ
う

C

感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
は

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
ま
芝
、

三
宅
島
噴
火
、
鳥
取
県
西
部
地
震
、

少
年
犯
罪
の
多
発
な
ど
災
害
や
暗
い

事
件
の
続
く
な
か
、
県
内
C
お
い
て

は
四
国
四
県
都
を
結
ぶ
×
ハ
イ
ウ
エ

ー
、
か
開
通
し
、
さ
ら
巴
高
速
道
路
は

南
予
に
延
伸
し
ま
し
だ
。
松
山
市
で

は
中
四
国
一
の
松
山
中
央
公
園
野
球

場
、
ガ
落
成
し
、
シ
ド
二
五
輪
で
は

県
内
選
手
、
ガ
活
躍
す
る
な
ど
、
低
迷

す
る
様
相
の
な
か
で
、
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
仁
恵
ま
れ
だ
こ
と
は
喜
ば
し
い

限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

重
信
町
巴
お
き
ま
し
て
も
、
待
望

の
新
庁
舎
が
完
成
し
、
ま
す
ま
す
複

雑
多
様
化
す
る
行
政
二
ー
ズ
巳
応

え
、
住
民
サ
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

だ。
一
二
世
紀
の
わ
が
国
社
会
巴
つ
い

て
新
定
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
必
要
か
ら
地
方
分
権
が
推
進
さ

れ
、
こ
れ
巴
伴
い
市
町
村
合
併
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
定
。
県

、
ガ
合
併
試
案
を
公
表
し
て
以
来
、
市

町
村
の
動
き
も
活
発
化
し
て
ま
い
り

ま
し
左
が
、
地
方
分
権
型
社
会
を
担

う
主
役
は
町
民
の
皆
様
で
す
。
町
民

の
皆
様
の
意
見
を
十
分
に
拝
聴
し
、

議
会
と
も
協
議
を
重
ね
最
善
の
方
向

に
進
み
左
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

重信町長

和田治 樹

計
画
的
巴
進
め
て
ま
い
り
ま
し
左

重
要
施
策
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
下
水

道
事
業
C
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
の

形
態
巴
応
じ
て
合
併
浮
化
槽
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水
道

事
業
を
選
択
し
、
生
活
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
長
期
事
業

と
な
り
ま
す
公
共
下
水
道
事
業
は
、

地
域
の
万
々
の
ご
協
力
仁
よ
り
ま
し

て
北
野
田
・
南
野
田
地
区
で
工
事
巳

着
手
の
運
び
と
な
り
ま
し
定
。

町
民
の
町
政
へ
の
参
加
を
促
進

し
、
町
政
巳
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

深
め
る
定
め
の
情
報
公
開
巴
つ
き
ま

し
て
は
、
年
内
巴
公
開
を
実
施
し
、

公
正
で
聞
か
れ
色
町
政
の
推
進
を
図

り
芝
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
合
公
園
の
整
備
も
、
待
望
の
多

目
的
広
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
か
礎
工

し
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
や
展
望
台
も
間

も
な
く
完
成
の
運
び
と
な
り
、
既
巴

ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
ツ
イ
ン
ド

ー
ム
等
と
合
わ
せ
、
さ
ら
巴
多
く
の

皆
様
巴
ご
活
用
頂
け
る
も
の
と
期
待

い
芝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
時
代
の
潮
流
と
住
民
二

ー
ズ
を
把
握
し
、
な
お
一
一
層
行
財
政

改
革
巴
努
め
、
個
性
豊
か
で
活
気
あ

ふ
れ
る
重
信
町
づ
く
り
の
だ
め
、
さ

ら
巴
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

合
後
と
も
格
段
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
巴
、
皆
様
万
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
祈
念
い

E
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
左
し
ま
す
。

w 本
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の~只
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
世
紀
、
平
成
二
二
年
の

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
Y
2
K
問
題
で

年
が
明
け
、
北
海
道
有
珠
山
、
三

宅
島
雄
山
の
噴
火
で
多
く
の
人
々

が
苦
し
い
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ

重信問議会議長

牧 清行

定
こ
と
、
ま
定
多
発
す
る
少
年
犯

罪
な
ど
暗
い
二
ユ
ス
も
多
か
つ

だ
半
面
、
隣
の
朝
鮮
半
患
で
は
史

上
初
め
て
の
南
北
首
脳
会
談
が
行

わ
れ
、
将
来
の
統
一
ま
で
も
視
野

仁
入
れ
だ
対
話
、
ガ
行
わ
れ
だ
こ

と
、
ま
左
ス
ポ
ツ
で
は
シ
ド
二

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
女
手
マ
ラ
ソ

ン
の
高
橋
尚
子
選
手
、
か
鷺
異
的
な

強
さ
を
発
揮
し
て
見
事
優
勝
し
だ

こ
と
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も

多
か
つ
だ
よ
う

C
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
新
世
紀
を
迎

え
だ
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
世
は

ま
さ
に
地
万
の
時
代
へ
の
過
渡
期

で
あ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
、
情

報
公
開
、
規
制
緩
和
な
ど
大
幅
な

改
革
を
求
め
ら
れ
、
ま
だ
こ
れ
に

伴
い
、
市
町
村
合
併
を
強
<
求
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
重
信

町
巴
お
き
ま
し
て
も
、
新
庁
舎
を

核
と
し
て
、
こ
れ
ら
様
々
な
行
政

需
要
巴
対
し
、
的
確
巴
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
特
巴
合
併

問
題
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様

万
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
子
孫
の

定
め
仁
誤
り
な
き
選
択
を
す
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
四
月
巳
施
行
さ
れ
ま
し

だ
介
護
保
険
事
業
は
、
社
会
保
障

制
度
の
新
左
な
枠
組
み
と
し
て
、

高
齢
化
社
会
に
相
応
し
い
実
り
多

い
制
度
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
下
水
道
事
業
は
緒
巴
つ

い
左
ば
か
り
で
す
、
か
、
農
業
集
落

排
水
事
業
等
と
相
ま
っ
て
事
業
の

的
確
な
進
捗
の
だ
め
、
議
会
と
し

て
も
注
目
し
て
ま
い
り
芝
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
、
ガ
、
健
全
財
政
を
維

持
し
つ
つ
、
今
後
と
も
に
町
民
の

皆
様
方
の
負
託
仁
応
え
て
ま
い
り

だ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
芝
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
だ

し
ま
す
。

ロ
月
定
例
議
会
だ
よ
り

第
一
七
八
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
一
二
月
一
四
日
か
ら

一二

日
ま
で
八
日
間
の
会
期
で

聞
か
れ
ま
し
だ
。

平
成
一
二
年
度

一
般
会
計
、

老
人
保
健
特
別
会
計
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
及
び
、
条
例
の
一

部
改
正
等
、
〈
王
一
六
議
案
、
ガ
提

出
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
だ
。

ま
芝
、
平
成
二
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認

定
議
案
六
件
巴
つ
い
て
は
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
巴
付
託
し
、

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
だ
。

一
般
質
問
は
六
名
の
議
員
か

ら
、
合
併
問
題

C
つ
い
て
、
治

水
対
策
に
つ
い
て
、
水
資
源

C

つ
い
て
、
教
育
問
題

C
つ
い
て
、

ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
福
祉
巴

つ
い
て
等
様
々
な
質
問
ガ
行
わ

れ
ま
し
定
。

以
下
、
議
決
さ
れ
だ
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
平
成
一
二
年
度
補
正
予
算

0

北
吉
井
及
び
南
吉
井
小
学
校

体
育
館
会
議
室
改
修
工
事

八
四
九
万
七
0
0
0
円

。
公
共
下
水
道
事
業
測
量
設
計

及
び
施
工
監
理
委
託
料

三
七
二
四
万
円

。
公
共
下
水
道
事
業
工
事
請
負

費

一
億
四
五
一
九
万
円

。
山
之
内
、
樋
口
、
北
野
田
地

区
統
合
簡
易
水
道
事
業
実
施

設
計
委
託
料

三
八
九
O
万
円

。
樋
口
配
水
池
整
備
工
事

五
七
二
O
万
円

。
主
な
条
例
の
制
定
及
び
改
正

o
職
員
の
給
与
仁
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
巳
つ
い
て

o
重
信
町
行
政
財
産
の
使
用
料

条
例
の
制
定
巴
つ
い
て

0

重
信
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
仁
つ
い
て

o
重
信
町
農
業
集
落
排
水
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
等
の
一
部

改
正
巳
つ
い
て

0

重
信
町
水
道
給
水
条
例
の
一

部
改
正
巳
つ
い
て

O

教
育
委
員
の
任
命
巴
つ
い
て

主
居
茂
男
氏
、
平
野
仁
弘
氏

を
教
育
委
員
巴
再
任
す
る
こ

と
巴
同
意
し
ま
し
だ
。

国際，広報しげのぷ1月号



一自由意貝欄集計報告③-

f産業・観光 ] 

(1 )農林水産業

・農業振興の定め昧噌・醤油・豆腐など手作り品を

見直す。

・農林業は共同経営等lこよる規模の拡大や高度な

技術者の養成、ま疋情報収集による経営の合理

化を行う。

・宅地ばかりが、増えて、田畑ガ、少なくなるのは寂

しい。町内の農業刀、と、うなるのか心配。

(2)商・工業

・自然を破壊することなく、企業誘致ガ、できれば

若者が定着する。

-松山へ行かなくても、町内で何でも賄えるよう

!こして欲しし¥。

・不景気下での商工業の不振を、行政主導で良い

万向lこする。

(3)観光

・町内の観光名所を上手に宣伝すれば、訪問する

人ガ、増えるのではないか。

-重信町は特産品などか思、い浮かび難い。頻繁|こ

イベン卜などを開いて交流を図る。

・観光を重視する!l2;要はない。自然|こ恵まれだ美

しい重信町を守って欲しい。

. 8月の花火大会を町のメインイベントとして、

もっと盛大|こ行う。

fコミュニティー関係 】
-高齢者と若い世代、子どもだちが、楽しく交流で

き、ま左楽しく学習・スポーツなどできる施設

を設ける。

・新しい住民と元からの住民との融和を図る。

・地区内の住民の回け合いは!l2;要と思うが¥昔な

か、らの慣行を強制するのは適切でない。

・舎の重信は、町政への無関心、モラルの低下が

起こっている。町民ガ、愛着を感じ、町民である

ことを語れるまちづくりを行う。

-町民が自由に参加でき、町が一つになるような

祭りを企画する。

合口は、シリース、の最終回として「衛生・環境、開

発・都市化、産業・観光、コミュニティー関係、福祉、

教育・文化、公共施設関係」についτよみなさんか

ら寄せられだご意見・ご要望をお知らせします。

:衛主7議開孫 】l
(1 )上・下水道

・下水道整備を促進する0

.上水道整備を促進する。

-水道の水源確保は必要だ、が、多角的な観点から

検討する。

(2)ごみ処理

-野焼禁止を徹底する。

-ごみの減量化、資源の 1)サイクル化を強化・推

進する。

・燃やさないごみの収集を頻繁!こ、まだ収集場所

を増やす。

-ごみの出し万や犬の飼い万など、住民のモラル

ガ低下している。条例などをつくり取り締まり

を強化する。

(3)その他

.ソーラ一発電や温水器などの設置助成を行う0

.空き地を適切!こ管理するよう指導を行う。

:開発・都市化 】
(1 )生活環境整備

-道路(生活道)の整備・拡幅を行う0

・交通手段が少ない。交通の便ガ悪い0

.街路灯が少なし¥0

・歩道や自転車道を整備する0

.通学路の舗装整備を行う。

(2)宅地・開発

-自然との調和を保ちなか、ら開発を行う。

・拝志地区の少子化対策を早急|こ実施する。

-地域lこよって発展の状況に差がある。公平な開

発を望む0

・調整区域を見直し、市街化区域を拡大する。

(3)都市機能整備

-子どものことを考えて公園整備を行う。母親や

女性の意見も取り入れて欲しい。

-公園の遊具を充実させる。

・公園|こトイレとベンチをだくさん設置する0

.ハード整備よりソフト事業を充実させる。

・屋内プ jしをつくる。

-町内!こは、住民を引き付ける施設がない。アイ

デデ、イアを募集し住民ガ

.施設などは誰でも行ける便利な場所lこつくる0

・都市ではなく、住み良いまちをつくる。

e圃



r指 I文化 J 
(1)学校関係

・大規模施設の整備より、幼稚園、保育所、学校

の環境整備を行う。

-魅力ある学校をつくれば、子どもをもっ若い世

代ガ集うよう|こなる。学校施設とともに内容の

充実を図る。

-学童保育(午後5時まで)1こ対する不満が多いこ

とを認識すべき。

【公共施設関係 】
(1)体育関係

・町プール16誰でも使用できるよう、年齢制限を

廃止する。

・子どもから大人まで楽しめるようなプールを、

便利な場所lこ設置する。

・総合公園の使用料を下げて欲しい。

・テニスコートでラケットを貸し出す。

(2)文化関係

-文化会館を設置する0

.図書館の本が少なし¥。

-図書館の利用時聞が短い。夜間の開館時間を長

くする。

(3)教育 ・文化ソフト関係

・学校教育やスポーツのレベルを向上させる左め

のサポートを行う。

・子どもと一緒|こ親も育つ、 真の教育(共育)を望

む。

-町独自で奨学金制度を設ける。

・手ども左ちの心理面をサポ 卜する指導者の育

成を行う。

-ボランテイ7精神を育てる教育環境づ、くりを望む0

.人材の育成を重視しだ教育を行う。

広報しげのぷ 1月号

r福 祉 … 】
(1)児童福祉

.児童館を設置する0

.保育料の負担を軽くする。

-保育所の施設整備や児童保育の充実を図る。

-公立保育所での一時預かりシステムを構築す

る。

(2)高齢者福祉 ・介護保険

-老人施設の整備 ・充実を図る。

-独居老人や老夫婦を島近で支援するボランテイ

アの組織づくりや養成を行う。

・給食センターを使って老人の食事をつくり、ボ

ランテイ7が配達を行う。

-高齢者のだめの交通手段を確保する。

-老人のデイサービスなど保育所と一緒でも良い

のでは。

・本当に介護が必要な方ガ¥介護を受けられるシ

ステムづくりを行う。

-町独自で介護保険料の軽減を図る。

(3)障害者福祉

-障害者(児)施設を充実させる0

.精神障害者施設を充実させる。

-町内に養護学校が3*交あるか¥障害を持つ人lこ

対する知識やl情報が少なし¥0 もっと積極的な取

り組みを行うべき0

・障害者が気軽lこ遊びlこ行けるような場所を整備

する。

(4)その他

・健康保健センターを設置する。

・若者が安心して出産できる環境整備を行う0

.母子 ・父子福祉の充実を図る。

・子ども ・高齢者 ・障害者が住み良<、他に誇れ

るまちづくりを行う。

-少手 ・高齢化を問題とするなら、町の支援を充

実させ、家庭の負担を軽減させる。



今年4月から

いよいよ4月から、家電リサイクル法(特定家庭用機器再商品化法)が施行されます。

この法律は、廃棄される家電製品の適正な処理とそこから生まれる資源の有効な利

用を図るため、製品をつくったメーカーや販売した小売屈と一緒に消費者の皆さんが

協力して、クリーンなリサイクル社会をつくることを目的とした法律です。

r-会家電リサイクル法によるそれぞれ，の役割会 ーー四ーーーーーーーーーー-，

消賢者(使った人)

消費者は、使わなくなった対象家電製品を、きちんとリサイクルできるように家電小売屈な

どに引き渡してください。

引き渡す際に、リサイクル費用(リサイクル料金・収集運搬料金)が必要になります。

リサイクル料金

エアコンー.3，500円 テレビ…2，700円 冷蔵庫一.4，600円

収集運搬料金については小売屈にお問い合わせください。

洗濯機...2，400円

家電小売届(収集=運搬する人)

家電小売屈は、以前に販売した対象家電製品や、新しく対象家電製品を買ったお客様から引

き取りを求められた対象家電製品を引き取ります。

家電メーカー(再生する人)

家電メー力ーは、自らが過去に製造・輸入した対象機器を再商品化(再資源化)します。

L._ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー四ーJ
問い合わせ先/重信町役場住民環境課 冨964-4404

悪
質
商
法
に

重
信
町
内
巴
お
い
て
、
小
物
の

無
料
配
布
等
で
集
害
を
し
、
高
額

な
商
品
を
販
売
す
る
S
F
(催
眠
)

商
法
巴
よ
る
被
害
、
ガ
発
生
し
て
い

ま
す
。特

区
高
齢
者
を
対
象
巴
、
巧
み

な
話
術
や
強
引
と
も
い
え
る
勧
誘

で
高
額
商
品
を
販
売
し
ま
す
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
契
約
を
解
除
で
き
る
旨

を
書
面
で
告
げ
ら
れ
だ
日
か
ら
八

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
書
面
巴
よ
っ

て
、
無
条
件
で
申
込
み
の
撤
回
や

契
約
の
解
除
、
か
で
き
る
よ
う
巴
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
と

い
い
ま
す
。
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ

を
行
つ
左
場
合
、
損
害
賠
償
金
や

違
約
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
代
金
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
全
額
を
返
し
て
も
ら

え
る
と
と
も
に
、
商
品
の
引
取
費

用
は
業
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
い
左

い
と
き
は
、
必
ず
配
達
証
明
付
き

内
容
証
明
郵
便
で
八
日
以
内

C
販

売
業
者
に
「
契
約
の
解
除
」
を
通

知
し
て
下
さ
い
。

... 



1/1告と111MはJ!IImwにf-
平
成
一
二
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
一
六
日
聞
か
ら

三
月
一
五
日
同
ま
で
で
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
定
自
身
、
か
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算

出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。

申
告
期
限
間
近
巴
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
窓
口
は
大
変
混
雑
し

ま
す
。
で
き
る
、
だ
け
早
め
巴
申
告

を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

申
告
巴
つ
い
て
ご
不
明
の
点
、
か

あ
り
ま
し
だ
ら
、
税
務
署
や
税
務

相
談
室
巳
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、
二

月
一
日
同
か
ら
三
月
一
五
日
同
ま

で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
期
限
は
四
月
二
日
同
円
で
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
郵
送
で

税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
が
ご
自

分
で
申
告
書
、
ガ
作
成
で
き
る
よ

う
、
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書
の
書
き
方
」
な
ど
を
同

封
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
利
用
し
、
で
き
る
、
だ

け
自
分
、
か
計
算
し
、
申
告
書
(
還

付
を
受
け
る
左
め
の
申
告
書
を
含

む
。
)
を
最
後
ま
で
書
い
て
、
郵
送

で
提
出
し
て
く
、
だ
さ
い
。

申
告
書
用
紙
や
、
「
申
告
書
の

書
き
方
」
な
ど
は
、
税
務
署
の
ほ

か
、
役
場
仁
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

(
申
告
書
は
、
二
月
一
日
以
降
お

渡
し
で
き
ま
す
。
)

確定申告相談のお知5せ
(どなたでも、お気軽にご利用ください)

町県民税申告相談

下
記
の
日
程
で
確
定
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。

ご
都
合
の
よ
い
会
場
を
ご

利
用
く
、
だ
さ
い
。

確
定
申
告
相
談
で
は
、
税

務
署
、
県
・
市
町
村
税
務
担

当
職
員
及
び
税
理
士
、
ガ
、
申
告

書
、
収
支
内
訳
書
芯
ど
の
記
載

の
し
か
芝
、
作
成
方
法
巴
つ
い

て
説
明
い
だ
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
等
は
ご
自

身
で
作
成
し
て
い
だ
、
だ
き
ま

す。受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
九
時
j

一

一
時
、
午
後
一
時
5
四
時

相
談
内
容

所
得
税
、

消
費
税
、

消
費
税
・
地
万

贈
与
税
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告
は
、
平

成
一
二
年
中
の
所
得
を
平
成

一
三
年
一
月
一
日
に
居
住
し

て
い
だ
市
町
村
巴
申
告
す
る

こ
と
巴
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、

三
月
一
五
日
肘
で
す
。

申
告
相
談
の
日
程
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。
(
指
定
地
区

以
外
の
万
で
も
相
談
巴
応
じ

ま
す
。
)

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
さ
れ
だ
万
は
、
町
県
民
税

の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

書
等
の
作
成

持
参
書
類

①
申
告
書
(
税
務
署
か
ら
送
付

さ
れ
だ
申
告
書
を
お
持
ち

の
万
の
み
)

②
源
泉
徴
収
票

③
印
鑑
、
筆
記
用
具

④
所
得
計
算
巴
必
要
な
書
類

⑤
医
療
費
の
領
収
書

⑤
支
払
保
険
料
の
証
明
書

⑦
還
付
金
の
受
取
口
座
の
通
帳

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
役
場

税
務
課
住
民
税
係

富
九
六
四
1

四
四
O
三

松
山
税
務
署

個
人
課
税
部
門

冨
九
四
一
|
九
二
二

ま
せ
ん
。

受
付
時
聞
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

確定申告相談日程表
市町村等名 と き ところ

重信町 2月14日休) E間制殿様例措*~諺

松山市 2月5日(月)~9日(鉛 松山市側本館11階大会議室

北条市 2月5日(月)・6日ω~t条市民会館集会室

伊予市 2月7日制.8日同 伊予市民会館4階大会議室

川内町 2月13日ω 川内町役場別館2階会議室

松山税務署
2月 16日倒~3月 15日附 松山若草合同庁舎

(士、目、祝日を除く)(松山市若草町4-3)

-
本
年
は
、
確
定
申
告
期
間
中
(
二

月
一
六
日

i
三
月
一
五
日
ま
で

の
閏
)
の
税
務
署
職
員
巴
よ
る
重

信
町
で
の
申
告
相
談
は
行
わ
な

い
予
定
で
す
の
で
、
日
程
表
の

都
合
の
よ
い
会
場
を
ご
利
用
<

芝
さ
い
。

な
お
、
松
山
税
務
署
で
は
、
確

定
申
告
期
間
中
申
告
相
談
を
行

い
ま
す
。

【
町
か
ら
の
お
願
い
】

-
例
年
、
税
務
署
か
ら
指
定
さ
れ

た
日
に
、
町
の
申
告
相
談
会
場

で
税
務
署
職
員
の
指
導
を
受
け

て
い
た
営
業
等
の
万
並
び
巴
平

成
一
一
一
年
中
の
譲
渡
所
得
(
分

離
)
巳
よ
り
所
得
税
の
納
付
、
か
必

要
な
万
は
、
上
表
の
申
告
相
談

を
ご
利
用
<
、
だ
さ
い
。

-
近
年
、
町
の
申
告
相
談
会
場
は
、

大
変
混
雑
し
待
ち
時
間
ガ
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
巴
還
付
申

告
の
件
数
、
か
増
え
て
い
ま
す
、
か
、

内
容
的
に
簡
単
な
ち
の
も
多
<
、

ご
自
分
で
作
成
で
き
る
と
思
わ

れ
る
方
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
自
信
を
も
っ
て
、
ま
ず
ご

自
分
で
作
成
し
て
み
て
<
古
さ

い
。
そ
の
う
え
で
、
分
か
ら
な

い
点
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
い
だ

、
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

相談日 指定地区 相談場所

16 金 農給・給与合算

19 月 志津川
重信町役場4F

20 火 田窪北

2 21 水 田窪南
大会議室

22 木 見奈良

月 23 金 樋口 えひめ中央
26 月 山之内・横河原 農業協同組合

27 火 西岡 北吉井支所

28 水 牛測([臼県道より北)
えひめ中央

木 牛測(旧県道より南)

2 金 南野田・牛測団地・播磨台
農業協同組合

5 月 北野田・野田
南吉井支所

6 火 下林(宮之段・西之谷を除く) えひめ中央

3 7 7./< 下林(宮之段・西之谷)・上村 農業協同組合

8 木 上林 拝志支所

月

1け門けけ92 3 4 5 
予備日 重信町役場4F

(指定日に相談できなカ3った人) 大会議室

役場駐車場に駐車できない場合は、町民会館駐車場をご利用くださし、。

-・2・広報しげの刊号

町県民税申告相談日程表



ゼ『γ
i・4

歩之う歩之う
ウオーキンクで健康づくり

国民健康保険

適度な運動は健康の秘訣
ウォ キング!こは、血液の循環をよくし、動脈硬

化や高血圧を予防しEり、骨や筋肉を強化するなど

の効果があります。普段から適度な運動習慣を身に

つけ、病気|こなりlこくい身体を作りましょう。

重信町国民健康保険では、誰でもどこでちできる、

一番手軽で安全な運動法であるウオーキングを推進

する定め、次のものを用意しています。

①記録用紙

歩いだ距離 (1日5kmずつ)が記録できます。重信町

を出発し、札幌市をゴールとする2，500kmを記録する

よう|こなっています。

②反射テープ{寸きタスキ

夜間lこ歩<人の定め、光るタスキを希望者の万に

配布しています。

まずは近所を散歩するつもりで、気軽|こ始めてみ

ませんか。

12月1日現在、 1，508名の万が登録し、健康づくり

の左め!こ歩いています。歩い左距離ガ、500kmになれば

銅メダル、 1，500kmで、銀メダル、 2，500kmのゴール到

着者仁は金メ夕、ルを進呈します。ロ 保険年金課

イ斗μ 
忘れないでサラリーマンの奥さん

回目年金の届出がl必聾なとき
・こんなときは第3号被保険者になります

①結婚して夫の扶養(被扶養配偶者)[こなつだとき

②勤めをやめだり収入ガ減って夫の扶養(被扶養配偶

者)[こなっ左とき

③夫が転職して別の会社員と怠って夫の扶養(被扶養

配偶者)[こなつだとき

第3号被保険者の保険料[d;、配偶者の加入している

被用者年金制度全体力ら国民年金制度|こ対して拠出

金として負担されるので、個別に納める必要はあり

ません。

まだ、第3号被保険者の届出を遅れて行つだ場合[d;、

第3号被保険者期間のうち、直近の2年間までの期聞

は遡及して国民年金の保険料納付済期間|こ算入され

ますガ¥それ以前の期聞は算入されません。

.こんなときは第1号被保険者になります

①収入ガ増えて夫の扶養(被扶養配偶者)で、なくなっ

左とき

②夫ガ、会社をやめて自営業者|こなつだとき

③夫と死別しEり、離婚しだとき(厚生年金・共済組

合の加入者は除<)

詳しくは役場保険年金諜国民年金係までお問い合

| わせくだ、さい。 富964-4408
Q 

-

冨964-4408

わ
減た

震善教室改 量し討の
画

一
月
二
回
目
的

午
後
一
時
三
O
分
j
三
時

町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

ア
メ
リ
カ
ス
ポ
ー
ツ
医

学
会
ヘ
ル
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

健
康
運
動
指
導
士

西
野
吉
幸
先
生

「
運
動
習
慣
を

身
仁
つ
け
よ
う
」

j
す
ぐ
で
き
る
!

毎
日
の
運
動
j

①
毎
日
続
け
て
行
う
運

動
の
効
果
巴
つ
い
て

②
自
分
の
体
調
に
あ
っ

だ
運
動
の
紹
介

③
毎
日
続
け
て
で
き
る

運
動
の
実
践

※
参
加
希
望
者
は
、
事
前
仁
申
し

込
ん
で
く
、
だ
さ
い
。

※
お
茶
等
を
持
参
の
上
、
運
動
の

で
き
る
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

A

q

 

と

き

と
こ
ろ

講

自市

内

国勺

e 

... 

事業名(対象) 内 ( げEコ切 日 時 ところ

4カ月児健康診査
赤ちゃんの健康の確認・相談

1 /25~木)
(平成12年8月生) 13:30~14:30 

10力月児乳児相談
はみがき・離乳食のポイン卜、あそび・関わ 1/25側

(平成12年3月生)
り万等lこついての相談、保護者同士の交流 受付 9:45~10:00

(集団) 相談 10: OO~ 11 : 30 
町民会館

1歳6力月児健康診査
幼児の健康の確認・相談

1/17側
(平成11年5・6月生) 13:30~14:30 

2歳児生活学級 はみがきの体験学習・むしば予防の定めの相 り16~)
(2さいうさぎの生活学級) 談、集団あそび、手づくりおもちゃ、保護者 受付 9 : 45~10:00

(平成10年6・7月生) 同士の交流 学級 10:00~11 :30 

育児相談教室(<まさん教室) 子どもの運動・ことばの発達・あそび万や関 1/19働 9:30~11 :00 南吉井保育所
一一一一一一一一一一一ー--ーーーーー-ー ーーーー 一一一一一一一一一一ー ー ー ー 一 世

/1 (ピ力ピ力<らi3i) わり万等の相談 1 /1 2圃.26働 9:30~11 :00 町民会館

令月の母子保健事業
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f三I)Y 介護保険は、必ず加入しなければならないのですか?

ぞハ

A. サービスを受ける受けないにかかわらず、崎以上の万臥介護保険Id:必ず加入するよう|こなります。

'介護保険は、保険料などを財源として、高齢者の介護を社会全体で、支えあってい<制度です。ですから、

介護保険に加入しなかっEり、保険料を納めない人かいると介護保険の運営ガ、できなくなり、Q:えあい

のしくみガ、成り立だなくなってしまいます。介護をみんなで支える制度ですので、ご協力ください。

普通徴収なのですが、毎回納付書で納めるのが面倒です。
口座振替にはできないのですか?

A. 介護保険料が普通徴収(納付書など回る金融機関や役場への直接納付)の問、重信町の場合、下

記の金融機関lこ口座振替の申し込みをしておくと、介護保険料を口座から引き落とすことができます。

-えひめ中央農業協同組合・…一本所及び支所

-伊予銀行...... 本居及び県内すべての支巴・出張所

・愛媛銀行 •••••• 本百及び県内すべての支巴・出張所

-愛媛信用金庫 •••••• 本百及び県内すべての支白 (平成12年12月12日現在)

ピ三I)Y 特別徴収なのですが、支払手続きなど何か必要ですか?

A. 特別徴収の方の場合、介護保険料臥社会保険庁や共済組合の万で天引きするようlこなっていますo

ですから、あらだめて役場や金融機関などでの手続きをする必要はありません。
ん/d'-::~
7ヲr、-"ヨ------司、

マヨ定 年金をもらっているのに、特別徴収になっていないのはなぜ、で、すか?

、'A.現在年金をもらっているの|こ、特別徴収とならないで、普通酬となっている万lこは次のようなこと

が考えられます。

-年金の受給額ガ¥月額15，000円未満である。

-受給している年金が、老齢福祉年金・遺族年金・障害年金のいずれかである0

・舎年度4月1日現在で、 65歳lこ到達していない。

・合年度の途中で重信町に転入しだ。

・今f王度4月1日の時点、で年金を受給していなし¥0

-年金の支給ガ、差止め、あるいは、 失権|こなっている。

-年金から融資を受けている。 など

今年度65歳となったので、介護保険料を普通徴収で納めていますが、
来年度からの納め方はどうなるのですか?

A.舎年度65歳|こなっ定方の平成13年度目ける介護保険料の納付万法l政のようlこなります0

1 平成13年4月1日現在で老齢退職年金を受給していない場合

-来年度も引き続き普通徴収(納付書や口座振替での納付) 1こなります。

2.平成13年4月1日現在で老齢退職年金を受給している場合

-平成13年9月までは普通徴収(納付書や口座振替での納付)です。

・平成13年10月からは特別徴収(老齢退職年金からの天引き)1こなります。

(12.12.、し、前問の回答のように年金から天引きできない場合ガ、あります。)

今は普通徴収ですので口座からの引き落としにしていますが、特別徴収に
なって年金からの天引きになった場合、二重に支払うことにはなりませんか?

A. 合、普通徴収聞が介護保険料の納付方法を指定口座からの引き落とし|こしていてもf 仰が特別

. .， 広報しげのぷ 1月号

徴収lこなつだ場合は、口座からの引き落としは中止され、老齢退職年金からの天引きになりますので、

二重に吏払うこと|こはなりません。ま芝、その際の役場での手続きId:不要です。



第2回“ごは九を怠べよう"
議濡及び税理実習
1月28日(日) 9 ・ 30~13 : 00 

町民会館 (1F栄養指導室〉

講演及び料理実習

町内lこ居住する親子30名

無料

クッキングスクールシェフルール

高橋博子先生

申し込み先教育課冨964-4420

申込期限 1月19日(甜

主催高松食糧事務所松山事務所

愛媛県米穀小売商業組合

とき

ところ

内容

対象

参加料

講師

ところ

コース

れ
き
み
ん

小
学
三
年
生
い
ら
っ
し
ゃ
い

一
月
か
ら
四
月
巴
か
け
て
の
歴
史
民

俗
資
料
館
は
、
定
番
と
な
り
つ
つ
あ
る

「
小
学
校
三
年
生
の
だ
め
の
、
少
し
音
の

く
ら
し
」
で
す
。

「
箱
膳
・
粉
引
き
臼
・
火
鉢
の
炭
火
の

'

暖
か
さ
・
ね
こ
車
」
な
ど
の
体
験
資
料

M
と
建
具
(
特
に
雨
戸
、
板
戸
)
巴
実
際
巴

き

ふ
れ
て
も
ら
い
ま
す
。

れ

少
し
昔
の
く
ら
し
と
は
、
「
お
じ
い
さ

旦

ん
お
ば
あ
さ
ん
の
予
供
の
こ
ろ
」
と

里

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
子
供
の
こ
ろ
」

圃一

を
体
験
し
だ
り
、
考
え
だ
り
し
ま
す
。

圃一

春
休
み
な
ど
に
は
、
親
子
で
一
緒
巴

圃一

粉
引
き
臼
を
回
し
て
い
る
姿
を
よ
く
見

圃一

か
け
ま
す
。

園一

ま
芝
、
歴
民
巴
は
、
三
十
五
あ
ま
り
の

圃一

「
桶
・
樽
・
だ
ら
い
・
こ
し
き
」
類
、
か
あ
り

圃一

ま
す
が
、
な
巴
さ
ま
古
い
も
の
ば
か
り

0

・一

そ
の
中
で
だ
が
が
ゆ
る
み
き
つ
だ
も

ん

の
を
、
上
林
の
仙
波
一
良
さ
ん
が
「
四

み

十
年
前
」
の
腕
を
ふ
る
わ
れ
て
修
理
し

加

て
く
、
だ
さ
い
ま
し
だ
。

れ
き
み
ん

駅伝・健康マラソン六会
走れば体もあったまる

昨年は、高橋尚子選手のオリンピックでの金メ

ダルや福岡国際マラソンでの藤田教史選手の日本

新記録などマラソン界に話題がつきませんでしだ。

寒さが増してくるこれからがマラソンの季節で

す。寒い中走るのって案外気持ちいいものです。

とき 2月4日(日) 9: OO~ 

(8 : 30から受付開始)

※雨天時Id:11日(日)

重信町総合運動公園多目的クラウンド

健康マラソン 2km 

400歳駅伝男性1.7km 女性0.8km

マラソンは誰でもOK。駅伝は10人のグル プ

でエントリーして下さい。

詳しくは教育課冨964-4420まで。

れ
き
み
ん

昔
と
っ
た
腕
に
き
び
は
な
し

上
林
の
仙
波
一
良
さ
ん

31 1月
日 j の

4 休
館

8 日

9 

15 

21 

22 

29 

れ
き
み
ん

‘国

れきみん

たがを締め直して並ぶ

れきみん



新春万葉講座
とき 1月14日(日) 13 ・ 00~15 : 00 

ところ 町民会館第1・2研修室

演題姫原悲恋物語

一軽太予と軽太郎女一

講師竹田美喜先生

問い合わせ先 重信町生活文化女性塾

冨964-3899

えひめ婦人大会に参加して 婦人会

と し洋の か改のイガ婦予東い歩!こ五 左受イし者は長 人す人会
な人左手美午しめ発ドら人の. みわ O 続。賞予て(、表午大べ余館-

q z 02き告訴こ雲寺J民;1号zE 2 与さボ重要警官憲21E
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d U l性十 4・・・・・・字レ弓Q量完白昼zH
13E が作「し 4・・・・・・・・・ h 労璽表まえいよ県
人八 あ家林だ J・・・・・・・・・・・・・・・・・・・!';!:， .. : 信立五しひ 、り民
担 当E員。 掴E・E置置量誤認E掴| 里言弓詰言言花

(て命触 牛、 開園圃圃園田園圃圃圃圃圃園田園 i らち lこ楽私住 四

婦いのれ合外 羽-臨・盟閣・・・・圃圃・・.. な 、もし定期住
人け洗合後 U 司 璽.周恩圃・ー里匹圃圃 L一 司 い 美 抑 み ち |期
会疋濯し:と 愛-ー---竺ー --""'!I....-.:JII!III! 〉 々とし制、は遊 卑

言EhR 手切ぇ可翌朝司聞聞園田F でし¥EA完2-s員
思てしろ供矢)し で仕あいしのい色め住ム l

号11日持品22225ii封1Piliはii
f 老手人 に母をの器 γどをき左娼も γ 自やのれ 触ぱをのいォ|
さ い Lくと し性大目 lこ弱や言・ぎ奇し話分れ責い れな措中|こ Y。林

押し花づくり 中央レディース学級

の思のきはま しく伝生部す先宮るれ活しクンのし 習し押つづ
付 い 作 を 、の色左古いも烈。生節宇て躍ァタス押ぎ講い芝しだき風

iiii;目。ドトド二JLJ御ιヰiliii?;
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3 思をしま落 して具を押 OJlこではのパの、の |こお作ま時み

l1li広報しげOi51月号



••• 
あ
ら
た
め
て
分
か
っ
た

人
生
の
す
ば
ら
し
さ

(
「
だ
か
ら
、
あ
な
た
も
生
き
ぬ
い
て
」

大
平
光
代
著
を
読
ん
で
)

北
吉
井
小
六
年

谷
本

麻
衣

こ
の
本
は
O
〈
巴
す
す
め
ら
れ
て
読
ん
で

み
ま
し
だ
。

読
み
終
え
左
あ
と
、
何
と
も
言
え
な
い

気
持
ち
巴
な
り
ま
し
だ
。
心
巴
残
つ
芝
こ

と
を
も
と
巳
私
、
ガ
考
え
左
こ
と
を
三
つ
紹

介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
出
会
い
を
大
切
巴
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
身
近
巴
い
る
友
達
や
ち

ょ
っ
と
し
か
話
し
左
こ
と
の
な
い
知
り
合

い
も
、
も
し
自
分
に
何
か
あ
っ
左
と
き
に

は
、
回
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
実
際
、
大
平
光
代
さ
ん
は

ま
ち
が
つ
だ
道
を
す
す
ん
で
い
る
と
き
、

父
の
友
人
巴
会
っ
て
舎
は
り
っ
ぱ
な
弁
護

士
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
は
出
会
い
に
よ

っ
て
大
き
<
人
生
、か
変
わ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
定
。

二
つ
目
は
、
だ
つ
だ
一
言
が
人
の
気
持

ち
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
光
代
さ

ん
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
だ
と
き
、

「
自
分
、
ガ
情
け
な
い
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ

と
私
が
さ
れ
ん
と
い
か
ん
の
。
」

と
、
思
っ
て
い
ま
し
だ
。
私
も
き
っ
と
同

じ
こ
と
を
考
え
芝
と
思
い
ま
す
。
ま
芝
、

友
人
に
裏
切
ら
れ
左
と
き
巴
は
、

「
本
当
の
友
人
や
と
思
っ
て
左
の
巴
踊
し
左

な
。
裏
切
り
者
。
」

と
、
つ
ら
い
気
持
ち
巴
な
っ
て
い
ま
し
定
。

そ
の
後
、
光
代
さ
ん
の
人
生
は
暗
<
悲
し

い
も
の

C
な
っ
て
い
き
ま
す
。
い
じ
め
ら

れ
、
裏
切
ら
れ
、
自
殺
ま
で
し
ょ
う
と
し

だ
光
代
さ
ん
の
心
は
ズ
タ
ズ
タ
巴
き
ず
っ

け
ら
れ
て
い
疋
の
で
す
。
そ
ん
な
光
代
さ

ん
は
父
の
友
人
と
出
会
い
ま
す
。
そ
の
人

は
光
代
さ
ん
を
本
気
で
叱
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
巴
別
人
の
よ

う
巴
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

「
や
っ
と
私
と
真
剣
巳
向
き
会
っ
て
く
れ
る

人
と
会
え
だ
。
も
う
一
度
人
を
信
じ
て
み

よ
う
。
」
と
:
・
。

そ
ん
な
前
向
き
な
気
持
ち
巴
さ
せ
だ
一

言
と
は
、

「
確
か
巴
あ
ん
芝
、
ガ
道
を
踏
み
外
し
左
の

は
、
あ
ん
芝
、
左
け
の
せ
い
ゃ
な
い
と
思
う
。

親
も
周
囲
ち
悪
か
つ
だ
や
ろ
う
。
で
も
な
、

い
つ
ま
で
ち
立
ち
直
ろ
う
と
し
な
い
の
は
、

あ
ん
左
の
せ
い
や
で
、
甘
え
る
芯
。
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
理

解
し
な
、
ガ
ら
、
最
後
巴
は
厳
し
<
叱
っ
て

い
ま
す
。
私
も
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方

巴
叱
ら
れ
左
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
こ

の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
の
裏
巴
は
愛

情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
巴
気
付
き
ま
し
だ
。

叱
ら
れ
る
と
、
う
る
さ
い
と
か
ム
力
ツ
ク

よ
う
な
気
持
ち
巴
な
り
ま
し
芝
、
か
、
な
ん

、
だ
か
ち
、
か
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
「
素
直

な
心
を
も
っ
」
と
い
う
意
昧
が
わ
か
っ
て

き
だ
よ
う
な
気
、
ガ
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
も
し
，
私
、
ガ
光
代
さ
ん
と

同
じ
立
場
で
あ
の
よ
う
な
言
葉
を
言
わ
れ

だ
と
し
疋
ら
ど
う
芝
つ
左
で
し
ょ
う
か
。

立
ち
直
っ
て
い
く
こ
と
、
か
で
き
だ
で
し
ょ

う
か
。
だ
つ
だ
一
言
で
立
ち
直
る
。
そ
の

言
葉
の
影
響
が
あ
る
巴
し
て
も
、
光
代
さ

ん
の
意
士
山
も
強
か
っ
芝
と
思
う
の
で
す
。

つ
ら
い
気
持
ち
、
悲
し
い
気
持
ち
、
投
げ

や
り
な
気
持
ち
巴
な
っ
て
人
巴
迷
惑
を
か

け
E
こ
と
が
あ
っ
左
と
し
て
も
、
本
当
の

自
分
は
見
失
っ
て
は
な
か
っ
疋
と
思
う
の

で
す
。
私
は
精
神
面
で
も
だ
く
ま
し
<
強

く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
私
の
尊
敵
し
て
い
る
万
が
い
つ
も
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
る
「
芝
つ
定
一
言
万
人

の
心
を
あ
左
だ
め
る
だ
っ
定
一
言
、
ガ

人
の
心
を
傷
つ
け
る
」
と
い
う
言
葉
が
ジ

ー
ン
と
胸
巴
ひ
び
い
て
き
ま
し
だ
。

三
つ
目
は
、
立
ち
直
っ
て
か
ら
の
負
け

な
い
心
を
も
っ
て
い
る
光
代
さ
ん
の
が
ん

ば
り
で
す
。
も
う
一
度
や
り
直
そ
う
と
勉

強
を
始
め
ま
し
芝
、
ガ
、
途
中
で

「
な
ん
で
、
今
頃
勉
強
せ
な
あ
か
ん
の
や
ろ
。

も
う
い
や
や
。
」

と
、
自
分
巴
負
け
そ
う
巴
な
っ
て
い
ま
し

E
。
で
も
一
生
け
ん
命
勉
強
し
続
け
、
試

験
巴
合
格
し
ま
し
定
。
何
度
も
何
度
も
い

や
巴
な
つ
だ
で
し
ょ
う
。
く
じ
け
そ
う
巴

な
つ
だ
で
し
ょ
う
。
で
も
目
標
を
も
っ
て
、

そ
れ
巴
向
か
っ
て
努
力
し
ま
し
左
。
す
ご

い
精
神
力
、
だ
と
思
い
ま
し
だ
。
、
だ
ら
、
だ
ら

せ
ず
、
集
中
し
て
勉
強
し
芝
ん
、
だ
と
思
い

ま
す
。
人
生
の
目
標
を
も
っ
て
努
力
す
る

こ
と
は
そ
の
人
を
輝
か
せ
ま
す
。
光
代
さ

ん
も
自
分
巴
自
信
、
ガ
も
て
芝
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
私
が
強
<

心
巴
残
つ
だ
こ
と
を
も
と
巴
考
え
定
三
つ

の
こ
と
で
す
。

あ
と
が
き
C
は、

「
一
つ
一
つ
困
難
を
乗

り
越
え
て
、
そ
し
て
そ
の
手
巴
幸
せ
を
つ

か
ん
で
ほ
し
い
。
あ
き
ら
め
走
ら
あ
か
ん
。
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
苦
し
く

て
つ
ら
い
こ
と
ガ
あ
つ
だ
け
れ
ど
、
努
力

し
て
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
定
光
代
さ
ん
古

か
ら
言
え
る
こ
と
吉
と
思
い
ま
す
。
ま
芝
、

私
巴
で
き
左
の
古
か
ら
、
定
れ
巴
、
だ
っ
て

で
き
る
。
苗
?
と
希
望
を
も
っ
て
生
き
て
い

っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
よ
う
な
は
げ
ま
し

‘園・

の
言
葉
区
も
思
え
ま
す
。

生
き
て
い
る
と
苦
し
い
こ
と
や
い
や
な

こ
と
、
悲
し
い
こ
と
な
ど
心
を
い
定
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
楽
し
い
こ
と

や
う
れ
し
い
こ
と
も
左
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

く
じ
け
そ
う
に
な
っ
左
と
き
巴
は
、
や
さ

し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
友
達
が
い
ま

す
。
負
け
左
ら
あ
か
ん
と
厳
し
<
言
っ
て

く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
私
は
自
分
の
人
生

を
大
切
巴
し
て
い
き
ま
す
。
す
て
き
な
仲

間
と
い
っ
し
ょ
に
、
は
げ
ま
し
、
は
げ
ま

さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
き
ま
す
。

谷
本
さ
ん
の
一
言

「
読
書
感
想
文
を
書
く
の
が
苦
手
な
の

で
、
合
回
の
受
賞
は
と
て
ち
び
っ
く
り

し
ま
し
足
。
で
も
、
こ
の
本
は

一
気
巴

読
み
終
え
、
自
分
の
思
つ
疋
こ
と
が
素

直
巳
書
け
左
と
思
い
ま
す
己

本
を
読
む
効
用
は
、
読
ん
で
い
<

中
で
得
芝
、
「
感
動
・
疑
問
・
意
見
」

な
ど
を
じ
っ
く
り
考
え
、
そ
れ
巴
対

す
る
自
分
の
考
え
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

〈
〈
口
本
麻
衣
さ
ん
は
、
①
こ
の
本
を

読
む
動
機
②
心
仁
残
つ
左
こ
と
③
そ

れ
を
自
分
に
ど
う
取
り
入
れ
左
い
か

を
明
確
巳
述
べ
て
い
ま
す
。

文
章
構
成
も
、
小
学
生
と
は
思
え

な
い
し
っ
か
り
し

E
も
の
巴
な
っ
て

い
ま
す
。

読
書
離
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
読
書
感
想
文
は
、
改
め

て
読
書
の
効
用
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。



ス

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
町
"
つ
く
り
を
目
指
し
て

ジグ

教
育
総
合
推
進
地
域
事
業

「
人
権
の
世
紀

ス
タ
ー
ト
よ

去
る
一
二
月
二
日
∞
、
町
民
会
館

で
、
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
研
究

発
表
会
、
か
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。
町
内

外
か
ら
四

O

O
余
名
、
ガ
参
加
し
、

「
一
人
一
人
ガ
大
切
巴
さ
れ
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
本
町
の
、
人
権
教
育
に
対
す
る

考
え
方
の
是
非
を
世
巴
問
う
だ
の
で

あ
り
ま
す
。
発
表
内
容
巴
対
す
る
評

価
は
、
今
後
、
長
い
目
で
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
、
ガ
、
町
民
の

衆
知
を
集
め
て
築
い
て
き
定
本
町
の

人
権
教
育
の
万
向
は
、
や
、
ガ
て
、
多

く
の
理
解
を
得
て
広
、が
り
を
見
せ
る

こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
人
権
の
世
紀
と
言
わ

れ
る
一
二
世
紀
を
迎
え
ま
し
だ
。
昨

年
二
月
末
に
は
、
人
権
擁
護
推
進

審
議
会
、
か
、
「
人
権
、
か
侵
害
さ
れ
左

場
合
の
被
害
者
の
救
済
」
巴
関
す
る

審
議
の
中
間
取
り
ま
と
め
が
発
表
さ

れ
ま
し
だ
。
今
年
中
巴
は
答
申
、
か
出

さ
れ
、
前
回
の
答
申
と
合
わ
せ
て
、

人
権
擁
護
施
策
を
推
進
す
る
方
向
が

ま
と
ま
る
わ
け
で
す
。
二
O

O
一
年

は
、
そ
の
意
昧
で
も
、
人
権
の
世
紀
の

ス
タ
ト
の
年
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
二
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト

巴
当
だ
り
、
基
本
的
人
権
の
保
障
が

社
会
巴
ど
の
程
度
定
着
し
て
い
る
か

と
い
う
点
巴
つ
い
て
の
町
民
の
意
識

の
実
態
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
下
さ
い
。

「
舎
の
日
本
は
、
基
本
的
人
権
が
尊

重
さ
れ
て
い
る
社
会
で
あ
る
と
思
い

ま
す
か
」
と
い
う
設
問
巳
対
し
て
、

約
八

O
%
の
町
民
が
、
「
い
ち
が
い

巴
は
い
え
な
い
」
「
そ
う
は
思
わ
な

い
」
と
い
う
厳
し
い
評
価
を
し
て
い

ま
す
。こ

の
こ
と
は
、
本
町
町
民
の
人
権

C
関
す
る
意
識
の
高
ま
り
の
結
果
と

も
言
え
、
人
権
尊
重
社
会
へ
の
願
望

の
深
さ
と
も
言
え
ま
す
。

差
別
、
虐
待
、
公
権
力
や
メ
デ
ィ

ア
巴
よ
る
人
権
侵
害
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
侵
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

幅
広
く
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
先
程

の
数
字
は
上
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。
町
民
の
皆
さ
ん
の
、
現
段
階
で
の

人
権
巴
関
す
る
意
識
の
実
態
を
し
っ

か
り
と
踏
ま
え
て
、
二

一
世
紀
の
ス

タ
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

今の日本は、基本的人権が尊重されている社会であると思いますか。
次の中から一つだけ選んでOをつけて下さい。

選 択 股 10 20 30 40 50 60 70 % 
そっ思つ 16.2 

2 いちがい|こはいえない 4 『 I : 67.9 

そつは思わない3 12.2 

4 わからない コ 3.7 
I 

変
わ
れ
ば
、

ど
も
も
変
・

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
が
輝
く
未
来
を
創
る

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
対
策
連
絡
会
議

新
世
紀
一
二
世
紀
を
迎
え
ま
し
廃
は
、
戦
後
の
学
校
教
育
・
家
庭

左

。

教

育

の

遺

産

で

あ

る

と

の

指

摘

も

新
し
い
年
を
迎
え
る
と
な
ん
と
あ
り
ま
す
。

な
く
す
が
す
が
し
い
心
に
な
り
ま
教
育
改
革
国
民
会
議
は
「
学
校
は

す
。
御
来
光
巴
向
か
っ
て
子
を
合
子
供
の
社
会
的
自
立
を
促
す
場
。

わ
せ
、
今
年
も
い
い
年
で
あ
り
ま
社
会
性
の
育
成
を
重
視
し
、
自
由
と

す
よ
う
C
と
祈
つ
だ
り
、
初
詣
で
規
律
の
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
」
「
教
師

夢
と
希
望
の
実
現
巴
願
掛
け
を
し
も
信
頼
さ
れ
る
教
師
巴
」
「
死
と
は

だ
り
、
古
式
豊
か
な
正
月
や
全
<
何
か
、
生
と
は
何
か
、
父
母
へ
の
尊

新
し
い
ア
イ
デ
ア
巴
富
ん
芝
お
正
敬
、
家
庭
へ
の
愛
を
し
っ
か
り
教
え

用
を
そ
れ
ぞ
れ
巴
迎
え
て
い
る
こ
る
」
等
々
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

と

と

思

い

ま

す

。

少

年

法

の

改

正

、

児

童

虐

待

防

昨
年
は
、
激
動
の
年
、
い
ろ
い
止
法
等
も
成
立
し
ま
し
だ
。
い
じ

ろ
と
あ
り
ま
し
だ
。
政
治
、
経
済
め
、
不
登
校
、
犯
罪
防
止
等
仁
か

教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
等
か
わ
る
青
少
年
の
規
範
意
識
の
育

巴
お
い
て
も
変
革
や
成
果
、
が
あ
り
成
と
回
復
、
ガ
急
務
で
あ
り
ま
す
。

ま

し

足

。

こ

の

こ

と

は

、

国

民

的

課

題

で

青
少
年
問
題
巴
お
い
て
は
、
一
あ
る
と
と
も
C
私
芝
ち
の
町
の
課

七
歳
を
中
、
心
巴
し
左
特
異
な
犯
罪
題
で
も
あ
り
ま
す
。
幸
い
巴
、
本

事
件
の
発
生
、
ガ
タ
タ
ガ
つ
だ
と
思
い
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
、
ガ
連

ま
す
。
青
少
年
の
犯
罪
件
数
そ
の
携
し
、

し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て

も
の
は
、
減
少
し
て
い
る
も
の
の
い
ま
す
、
か
、
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

凶
悪
、
悪
質
化
の
傾
向
、か
あ
り
ま
さ
ら
に
青
少
年
の
健
や
か
な
成

す
。
青
少
年
に
よ
る
自
己
中
心
長
を
図
リ
、
輝
<
未
来
を
創
る
青

的

・
激
情
的
・
短
絡
的
な
非
行
や
少
年
の
健
全
育
成
に
全
町
民
、
ガ
一

犯
罪
、
ガ
低
年
齢
層
を
巻
き
込
ん
で
体
と
な
っ
て
協
力
し
、
励
ま
し
合

多
発
し
、
社
会
的
な
不
安
を
生
じ
い
、
「
愛
の
一
声
を
」
掛
け
合
っ
て

さ
せ
ま
し
定
。
こ
の
精
神
面
の
荒
い
き
ま
し
ょ
う
。

IID広報しげのぶ 1月号
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愛イさえ銭発行

重信史談会でIct、このだび会誌「重信史談」第

19号(A5判・ 94ページ、)を発行しまし足。

本号は、郷土|こ密着し左ものばかりで、目次は

次のとおりです。

・明治前期の行政区画と重信

相山俊夫

-oるさと回顧 (14)

井上龍雄

・「地参宮JIこついて

森 正史

・重信川流域の水利と新田開発について その2

窪田重治

・「上村天神」聞き覚え

神山朋也

・野鍛冶職人の生涯を見る「宮田八百一」展より

和田 章

・白漬をこゆる(奈良原紀行)

渡部光亮

・横河原周辺の旧跡・神社を訪ねて

和田純一

・史跡・文化財見学を終えて一因島市・尾道市一

河野隆明

ご希望の万に1部1，100円で頒布しています。

頒布先・歴史民俗資料館

富964-0701
」ーーーー

1/ 

1 have been living in J apan for almost 5 

months now and have experienced many aspects 

of Japanese culture. 

1 have worn a "Yukata"， visited an "OnsenヘI

can now use chopsticks，I have taught 

"Shogakko" children and eaten various tasty 

Japanese foods. 1 have also been asked my 

blood type many times as well as "Do you like 

Nato?". The answers are "0 type" and "No!". 1 

now know that you should only wear toilette 

slippers inside the toilette. 

Unfortunately learning Japanese is not as easy 

as learning to use chopsticks. 1 study everyday 

but it is very difficult. Maybe in the new year 1 

will improve. Next year 1 also hope to visit 

Kyoto， Nara，and Tokyo and learn how to cook 

some Japanese dishes. 

1 wish everyone in Shigenobu a "A Happy New 

Year" 
利〆;i?'

平成12年度
重信町職員採用試験案内
平成12年度重信町職員採用試験を次のとおり行います。

1.採用予定人員

正職員 保健婦 2名

消防職 1名

臨時職員事務職 若干名

2，受験資格

保健婦

消防職

臨時職員

保育士

却稚園教諭 11 

用務員・調理員 H 

40才まで、要資格

23才までの男子

40才までの健康な万

(保育士・幼稚園教諭は要資格)

3.試験の日時及び内容

2月15日(木) 午前9時から

重信町役場大会議室 (4階)

正職員 教養試験・作文・面接

臨時職員

4.受験手続

(消防職は体力検査あり)

作文・面接

1月31日体)までに履歴書と健康診断書を総務課|こ

提出してください。

5.その他

詳しいことは、重信町役場 総務課総務係lこ問い

合わせて下さい。冨964-4400

私はもう5力月|まど日本lこ住んでいま

す。そして、左くさんの日本文化を経験

しましだ。

「ゆか左」を着色リ、 「温泉JIこ行ってみだり…舎ではあ

はしを使うこともできます。小学校で予ども左ちを教

えだり、さまざまなおいしい日本料理を食べてみ左り

…。私は「納豆すきですか ?Jと同じくらい何回も血液

型についても聞かれます。それらのこだえは10型」

I(納豆は)招きではありません。」です。それから、トイ

レの中ではトイレのスリッパに、はきかえることも、

わかりまし定。

あい|こく、日本語の学習|耳、 d5lctしを使うほど簡単

ではありません。毎日、勉強しているのですがとても

むつかしいです。おそらく来年lこは、上達すると思い

ます。来年は、京都、奈良、そして東京へも訪れてみ

疋いし、おいしい日本料理も習ってみだいです。

重信のみなさん“ハッピ一二ユーイヤ一!" 

‘国・



人の動き
(12月10日までの届出分)

お誕生おめでとう
出生児 保護者 生年月日 住所

西村知ち紗さ 勝志 11・6 野田2丁自

組橋祐置 信雄 11・7 牛淵
漬本碧品あ海い

パ司コνコ、 11・11 西岡

津川志し穂は 勇樹 11・11 上村

清原桑£ 英人 11・14野田2T邑

近藤紅<-麗n愛ぁ 直樹 11・17 牛 j測

近藤橿麗愛 直樹 11・17牛淵
原口 あ茜か羽

篤 11・18西岡

j度吉広語iz正人 11・19志津川

沼野里リ佳ガ子こ 事長 11・22野田3丁目

山本!健プん斗と 信行 11・23 田窪

大面姻そう太E 文和 11・23 横沼原

菊本泰成 成人 11・23 志津川
村井万1Jず葉ほ 健太郎 11・24野田3丁目

土居優ゅう荊リ 優 11・26野田3丁目

大島け慶い也や 律夫 12・1 志津川

蒲池里菜 慎一 12・4 牛測

楠橋ののほ 君司 12・5 牛測

ごめい福をお祈りします
氏名 年 令 死亡の日 住所

森吉十= 81 11・19 上林

日野コマネ 96 11・20 上林

和田シヅ 91 11・20 山之内

小松智 77 11・21 田窪

友近言十正 73 11・24 見奈良

丹生谷幹夫 53 11・27 下林

花山圭一 82 11・28 西岡

森マツ予 70 11・29 北野田

渡部晴夫 78 11・29 横河原

加藤シゲ子 88 11・30 樋口

野 中 一 53 11・30 下林

里本龍範 56 12・2 田窪

渡部シヅ子 82 12・3 北野田

大窪キヨ子 78 12・4 野田3丁目

竹内ノブヱ 90 12・4 田窪

車信操 85 12・5 田窪

横山ミヨ子 65 12・5 田窪

IID広報しげのぷ 1月号

G営住宅補欠入居者募集
松山地方局建築指導課

富941-1111(内線443)

申込受付期間 2月5日伺)~9日倒

受付場所松山地万局

抽選日 3月1日休) 13: 30 

募集団地

城北・城西地区

松風・松翠・朝美・梅津寺・潮見

鹿峰・中須賀

城東地区

吟松・久米・二町・溝辺

牛測(9棟、 10棟、 11棟のみ)

城南地区

石井・西石井・和泉・森松・砥部

。 送大学学生募集
放送大学愛媛学習センター

冨923-8544

放送大学はテレビ・ラジオを利

用して授業を行う正規の通信制4

年制大学です。平成13年度第1学

期(4月入学)の学生を募集します。

募集学生

全科履修生(卒業を目指す学生)

選制履修生(1年間在学する学生)

科目履修生(6ヶ月間在学する学生)

募集締切 2月15日

重信まごころ銀行巳次の万から

金一封を寄付下さいましだ。温かい

善意ありがとうございま弘(敬称略)

〈香典返し〉

白井 省吾(牛j剃)亡祖父・清市

菖原シゲ力(牛淵)亡夫・弘

竹内 義博(田窪)亡母・ノブヱ

渡部 宗定(見奈良)亡父・清明

@ 札参加資格審査申請受付
役場総務課

富964-4400

平成13・14年度有効の指名競争

入札申請書を受け付けますのでL期

日までlこ申請書を提出して下さい。

受付期間 1 月4日 ~2月28日

受伺場所役場総務課

。 存宅地制度の廃止
役場都市整備課

冨964-4414

昭和46年12月20日(重信町線弓1)
で、既|こ宅地で、あっ左土地について

は、知事の確認を受ければ建築行 ~， 
為は許可不要とされております

が、合回の都市計画法の改正(平

成12年5月19日公布)に伴い愛媛県

|こおいても公布の白から1年以内

|こ既存宅地制度が廃止されること

|こなりましだ。

〈経過措置〉

法施行日までlこ既存宅地の確認

申請を行い、確認を受け左土地につ

いては、自己用の建築物!こ限り5年

聞は従来どおりの建築ができます。

(土地の区画形質の変更を伴う場合

は経過措置の対象外となります。)

まゆこ

岡部繭子ちゃん(2000.1.5生)

「ミレ二戸ムべヒー・
まゆ之ぢψ九1歳おめでとう!

元気(2六きくなあれJ
(父・正史 母・小百合)牛測

2月生まれのチビツ子募集!! 
(年齢は問い抗んo写真と保護者のコ川を¥

1月15日までに役場総務課までお送りくださ"0) 



寒さ'事 を
12月19目、拝志小学校で冬恒例のマラソン

大会ガ、行われましだ。

各学年とも自分に合つだコースを選択できる

ようlこなっており、児童だちは先生と保護者の

温かい声援を受けて、元気|こ走っていまし定。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
ー

合年も年末が

近づいだ12月中

J旬、帰省する万々

を温かく迎えよ

うと地元の有志

が約半日かけて

二つの門松を完

成させましだ。

1月上旬頃まで

飾られます。

るうLば.rf;b6~長pJJ
年末か押し迫つだ12月16目、北吉井羽稚園

でもちつきとしめ芯わ作りがありましだ。

地域のお年寄り、まだ第3養護学校の生徒と

一緒|こ、おもちをついだり、しめなわを作つだ

りして交流を深めまし定。(表紙写真関連)

• 

ヨ土山2山 山T0I1JS0
落

北吉井小学校に、このほど落ち葉のプールガ、

完成しましだ。

このプールは、校庭の落ち葉を集めて肥料仁

する左めのもので、早速、出来上か、つ左ばかり

のプール!こ児童だちか、落ち葉を入れまし定。春

lこは腐葉土ができる予定で、校内で野菜や花作

り|こ使われるそうです。

合後順次、町内の小・中学校lこも設置予定で乱

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
ま

年末、横河原駅前の広場|こある花壇の手入れ

をされているのを取材中、みかけましだ。

作業をされてい左のは、横沼原商工連盟の

万々で、パンジ 、葉ボタンをていねい|こ植え

つけていましだ。

花壇ガ、でき左のか、2年前。それまでは、ごみ

が、捨てられ、雑然としていまし左ガ¥舎lは弓季節

の花か

ませています。

あわせて、冬季はイルミネ シヨンもきれい

です。

‘国・



日 rr 一 事

1/1伺) し尿収集1月3日まで休み

2 (;A:) 

3附

4 ~柑
官公庁仕事始め

公共施設利用申し込み受け付け(4月分) 9:30~10:00 町民会館

5 (甜
社会保険出張相談所 10: 00~16: 00 商工会館

6∞ 
7 (日)

成人式 1O :30~ 町民会館

8 (円)

9 cめ 町立小・中学校ニ学期始業式

1 0 ~J<) 
町立幼稚園ニ学期始業式

1H禍
行政且心配ごと相談 13:00~15:00 町民会館

12 (甜

13∞ お話会 14:00~15:00 図書館

14但)
廃棄図書交換市図書館

15但)
星空教室 19:30~21 :30 図書館

16 (;A:) 

17 ~羽
読書会「源氏物語J 13:30~15 :30 町民会館

18~柑

19(劃

20仕)

21(1日)

22(月)

23e刈

24附

25~木)
心配ごと相談 13:00~15:00 町民会館

26(謝

27∞ お話会 14:00~15:00 図書館

280日)
米食推進料理実習 9:30~ 町民会館

廃棄図書交換市図書館

29但)

30 (;A:) 

3H羽
町県民税(第4期)国民健康保険税(第8期)納期限

国民年金保険料納付期日

2/H柄 公共施設利用申し込み受け付け(5月分) 9:30~ 1O :00 町民会館

2 (甜
社会保険出張相談所 10 :00~16:00 商工会館

3∞ 少年式 9:00~ 重治中学校

4但)
健康マフソン・400歳駅伝大会 8:30~ 総合公園

移動図書館車

志津川・西岡・田窪-

牛測・牛測団地

上樋司播磨台圃里子回・

北野田

上村・下林・上林

北吉井幼稚園

重信幼稚園

拝志小学校

上林小学校

山之内・樋口・横河原

志津川・西岡・田窪・

牛測・牛測団地

上樋・播磨台・野田・

北野田

上村・下林・上林

拝志小学校

上林小学校

J町f、".
((¥1 ( 1向
、Lヒプノ'

当番医 国."
み、ー

国立療養所愛媛病院 ごみ収集休み

富964-2411
藤石病院 ごみ収集休み

富964-1234
石川小児科 ごみ収集休み

富955-0333

宮内病院 燃やさないごみ:全地区①横河原②

窟975-0091 組大ごみ:横河原

西村内科 ごみ収集休み

窟964-2461

西野内科クリーツク 燃やさないごみ:横河原以外②

富964-2200 組大ごみ:志津川(八反地を除く)

西本整形外科 燃やさないごみ:全地区①横河原②

窟964-1611 粗大ごみ:横河原

組大ごみ:横河原・田窪団地・志津

}II(八反地を除く)以外

中川病院 燃やさないごみ:横河原以外②

窟976-7811 組大ごみ.志津川(八反地を除く)・回窪団地

くぼた内科 燃やさないごみ:全地区①横河原②

窟970-0011 粗大ごみ:横河原
マ守

燃やさないごみ 否空き缶・金属類、びん・ガラス類 ②ぺットボトル、その他

.. .広報しげのぷ 1月号
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391.L.._二ミド

上下水道工事のお知らせ
1月から南野田・北野田地区の一部で、水道管と

下水道管の布設工事がはじまります。
工事がはじまると騒音や振動、また一時的な断水

や通行制限など、皆様にご迷惑をおかけすることと
思います。
細心の注意をはらってまいりますので、皆様のご

理解とご協力をお願いいたします。
※地下埋設物の設置状況等により、やむを得ず工
事場所を変更することがあります。

編集・発行重信町総務課干791-0292重信町大字見奈良530番地1箇 (089)964c2001 t代) ， 印刷 NTT四国電話帳側
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